
令和 6年第 11 回瑞浪市教育委員会定例会会議録 

                                  (要点筆記) 
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教育長 

 

 

 

教育長 

13 時 30 分、本日の教育委員会定例会の開会を宣言する。 

 

  ―市民憲章朗誦― 

 

 日程第 1、前回の会議録の承認を行います。 

会議録は、3 番 柴田洋子委員 と 4 番 鈴木圭子委員 の 2 名 を会議録

署名委員に指名しております。 

承認の署名をお願いします。 

   

―会議録承認署名― 

  （鈴木委員は、後日署名する） 



 

教育長 

 

 

 

教育長 

日程第 2、本日の会議録署名委員の指名を行います。 

本日の会議録署名委員は、教育長において、1 番 羽柴誠委員 と 2 番 可

児恵太委員 を指名します。 

 

日程第 3、教育長諸般の報告に移ります。 

大きな事件事故の報告はありません。マイコプラズマ肺炎等がではじめました

が、感染症による学級閉鎖等の報告もありません。 

10 月 1 日に水野市長さんから柴田洋子教育委員さんへの辞令交付がありまし

た。 

9 月 30 日は瑞浪小学校、10 月 11 日は瑞浪北中学校に教育長訪問でした。どち

らも、子どもたちが生き生きと授業に向かっており、先生方も元気に授業をされ

ていました。先生方には、一斉指導からの脱却をという話をしました。今までの

授業形態にとらわれず、今の子どもたちの実態に即した、学力の付く授業を進め

てほしいという話をしました。 

17 日は瑞浪幼児園、23 日は桔梗幼児園の教育長訪問でした。どちらの園も、

先生方が笑顔で元気、子どもたちも元気一杯で、活動をしていました。どの先生

も子どもに対しての言葉を大切にしており、子どもたちがマイナスの意識になら

ないようにみんなで一致して取り組んでみえました。ぜひ保護者の方々にもその

取組をお伝えくださいと話しました。また、毎日忙しいですが、幼稚園教育要領

解説や保育指針をもう一度原点に返って読むといいですよと伝えました。 

8 日は小中校長会、10 日は小中教頭会がありました。各校への訪問で、多くの

学校で児童生徒の主体性を課題としていることもあり、私からは「子ども主体」

ということについて話をしました。簡単に紹介させていただきますと、子ども主

体というのは、平成元年の頃の指導要領の改訂がとても大きかったと思います。

この時の改訂のキャッチフレーズは「新しい学力観」で、子どもの自主性、主体

性を大切にするというものでした。その反面、「教師の指導性」が後退したので

はないかと振り返って思っています。また、この頃から「支援」という言葉がは

やり始めました。同時に「自己選択・自己決定」「興味・関心・意欲」「自主性」

等々、この辺りから強調されてきたと記憶しています。「強調」されれば、どん

どん私たち教師の意識はそれに傾いていきますが、強調されたことが教育のすべ

てのような錯覚に陥っていくことがないようにしようではありませんかという

話をしました。すこし例を挙げ、「自己選択・自己決定」は大切だけど「自己責

任」の指導がなければ人間形成に歪みがでるのではないでしょうか。 

「興味・関心・意欲」は大切だけど「好きなことばかりやればいい」ということ

ではない。「いやなことでもやらなければならないことがある」。「自主性」は大

切だけど「自分勝手・気まま」を許すわけではない。「体験」は大切だけど「体

験さえすればよい」ではなく、体験の前や後も大事しなければいけない。「支援」

は大切だけど「試練」も必要。という話をしました。この、「強調」されること

についてはしっかりと大切にしなければならないと思っていますが、「強調され

る一面だけに目を奪われてはいけない」ということを確認し、バランスをとりな

がら教育を進める必要があることを話しました。 

13 日には、瑞浪世界一プロジェクトで、664 人の方が瑞浪ボーノポークを食べ、

世界一に認定されました。 

14 日は、「清流の国ぎふ」文化祭 2024 開会式が、岐阜メモリアルセンターで

開催されました。天皇皇后両陛下をお招きして、午後 3 時頃から午後 6時過ぎま

でありましたが、大変感動的で、涙を流している方もいらっしゃいました。 

16 日は東濃西部教育委員研修協議会でした。 

19 日に南飛騨Ａｒｔ Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ開会式に出席しました。 

20 日は陶町文化祭の開会式、午後からは、市民体育館で、70 周年記念事業 瑞

浪市トップアスリート交流事業 高田道場に参加しました。親子で体づくりとい



 

うことで、楽しく元気に全員が参加していました。 

以上、教育長諸般の報告とします。 

  

 本日の定例会には議題が提出されておりませんので、これをもちまして令和 6

年第 11 回瑞浪市教育委員会定例会を閉会します。 

 

13 時 40 分 終了 

 

 


